
N-gram
検索の潮流 

形態素解析不要！



N-gram

• 文字列をN文字単位の文字列片に分解する 

• 文字列片を見出しとしたインデックスを作成する 

• 文字列片の出現頻度を計算する 

• 出現頻度の類似性を評価する



N-gram, N=2

• 文字列を２文字単位の文字列片に分解する 

• 文字列片を見出しとしたインデックスを作成する 

• 文字列片の出現頻度を計算する 

• 出現頻度の類似性を評価する



N-gram, N=2
「母は歯が悪い」
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L1, L2, Cos類似度
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L1 norm: dx + dy, L2 norm: d, Cos類似度：cosθ



L1, L2, Cos類似度
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L1 norm: dx + dy, L2 norm: d, Cos類似度：cosθ

こんなときでも 
Cos類似度は良い値になる



word2vec
特徴抽出の潮流 

形態素解析不要だけど 
モデル作成の時には形態素解析済みの

ファイルを利用するよ
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単語の連続性を学習 
（前後の単語を予測）
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単語の連続性を学習 
（前後の単語を予測）








